                       　　　　　                             　　　　　　　　 平成23年5月
任意継続組合員・被扶養者　様
                                                   　　　　　　 地方職員共済組合新潟県支部
特定健康診査・特定保健指導のご案内
	 　地方職員共済組合新潟県支部では、高齢者の医療の確保に関する法律により、メタ
ボリックシンドロームに着目した「特定健康診査・特定保健指導」を実施します。
 ＜対象者＞
   地方職員共済組合に加入している、
 　40歳以上75歳未満（H24年3月末年齢）の組合員及び被扶養者です。
   　 ただし、妊産婦、長期に入院されている方等は対象外です。
  　 ※職員である組合員は、これまでどおり職場の一般定期健康診断又は人間ドックを受診する
　　　ことで、特定健康診査に変えることとします。


１「特定健康診査受診券」の確認
　　内容をご確認ください。
 　　         《受診券様式》

	
	特定健康診査受診券
　受診券整理番号
　受診者の氏名　トクテイ　ケンコ
　　　　　性別　女
　　　生年月日　昭和40年9月1日
　有効期限(※)　2012年1月31日
　健診内容　　　特定健康診査
　窓口での自己負担　1,000円
　保険者所在地
　保険者電話番号
　・・・
	注意事項
　１．・・・・・・・・・・・・・
　２．・・・・・・・・・・・・・
　３．・・・・・・・・・・・・・
　４．・・・・・・・・・・・・・
	

	
	
	　住所
	〒
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	


  ※有効期限は、平成24年1月31日までです。
　　　 年度内に75歳となる方の有効期限は、
　　　誕生日が属する月の前月末となります。
 　　（3ページ「年度内に75歳となる方へ」を
　　　ご覧ください。）           
２　特定健康診査の受診方法
  ①  医療機関・健診機関等の受診について
　　　指定の医療機関・健診機関等（※）で特定健康診査を受診してください。
　　※　同封の「市町村別特定健康診査日程表」をご覧ください。
      ・お住まいの市町村により受診日・受診方法が違いますので、ご注意ください。
・県外にお住まいの場合は、お手数でも、現在お住まいの市町村名を地方職員共済組合担当者へお知らせください。改めて該当市区町村の受診方法等をお送りします。

	
	
	

	
	◆受診の際に、忘れずにお持ちください
	
	
	
	
	

	
	
	特定健康診査受診券
	
	
	   質問票
	
	

	
	 　１　特定健康診査受診券
 　２　被扶養者証又は任意継続組合員証
 　３　質問票 （事前に記入）
   ４　前年度の健診結果
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	 　５　自己負担1,000円
　※　受診券と被扶養者証又は組合員証がないと受診できませんので、
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	　　必ずご持参ください！
	


  　　地方職員共済組合では、市町村国保の実施する健康診断の機会に受診できるよう、県内の健診　　機関と契約しています。
 ②　特定健康診査の結果通知について
　　 健診機関から直接お届けします。
 ③　特定健康診査の結果、特定保健指導を受けていただきたい方へ
　　 別途案内を送付します。
３　特定健康診査の検査項目
  ①基本的な検査（必ず実施）
    問診、身体計測（身長・体重・BMI・腹囲）、診察、血圧測定、
    血液検査（脂質：中性脂肪・HDLコレステロール・LDLコレステロール、
　　　　　　　血糖：血糖値又はHbA1c、肝機能：GOT・GPT・γ-GTP  ）
    尿検査（尿糖・尿たんぱく）
  ②詳細な検査（昨年度の検診結果等により医師が必要と判断した場合）
    血液検査（貧血：赤血球数・血色素・ヘマトクリット）、
    心電図検査、眼底検査
《　お読みください！　》
  がん検診や婦人検診について
    がん検診や婦人検診などの検診は、お住まいの市町村で受診できます。
市町村の広報や回覧等で、日程をご確認ください。
  勤務先等で健康診査を受けている場合
　　勤務先で職場の健康診断を受診した場合は、地方職員共済組合が実施する特定健康診査を再度受診する必要はありません。
　　お手数ですが、「特定健康診査受診券」と「質問票（記入済みのもの）」と併せて、健康　診断の受診結果のコピー（H23年4月1日以降に受診したもの）を、地方職員共済組合新潟県支部へお送りくださるようお願いします。健診を受診している方を把握し、必要により保健指導等に活用しますので、ご協力をお願いします。　
  共済組合人間ドックを承認された場合
    共済組合による人間ドックは、任意継続組合員及び35・40・45・50・55歳の被扶養者である配偶者が対象となり、承認された方には「人間ドック承認書」をお送りします。人間ドックを受診される場合は、特定健康診査を受診する必要はありません。
　　人間ドック承認書と特定健康診査受診券は併用して利用できません。
  年度内に７５歳となる方へ
    年度内に75歳となる方の特定健康診査受診券の有効期限は、75歳の誕生日の属する月の前月末です。（例：8月15日生まれの方の有効期限：2011年7月31日）
    75歳の誕生日以降（一定の障がいがある方は65歳以上）は、共済組合の被扶養者ではなくなり、「後期高齢者医療制度」に加入します。後期高齢者医療広域連合の委託を受けた市町村から受診券又は健診のご案内が送付され、誕生日当日から受診できます。詳しくは、お住まいの市町村へお問い合わせください。
　妊娠されている場合、長期に入院されている場合など
次に該当する場合は、特定健康診査を必ず受診する必要はありませんので、お手数でも特定健康診査受診券を地方職員共済組合新潟県支部にご返送願います。
  ○妊産婦　○海外にお住まいの方　○病院又は診療所に６か月以上入院している方
  ○特別養護老人ホーム、介護老人保健施設等に入所している方　等
  現在治療中の場合
　特定健康診査の受診について、主治医に相談してください。かかりつけの医療機関で特定健康診査を受診した場合は、結果の写しを地方職員共済組合へお送りください。
  被扶養者の資格・任意継続組合員の資格がなくなった場合
  　特定健康診査受診券を、５日以内に地方職員共済組合へお返しください。
（参考）
　メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）とは
　内臓脂肪型肥満を共通の要因として高血糖、高血圧、脂質異常症が引き起こされる状態で、２つ以上を併せ持った状態のことを言います。　　　　
　個々のデータではまだ病気とは診断されない予備群でも、併発することで動脈硬化が進行し、心疾患や脳血管疾患の危険性が高まります。
  メタボリックシンドロームは、右図のように、内臓脂肪型肥満を水面下の大きな氷とした１つの氷山から、水面上に高血糖、高血圧、脂質異常症のそれぞれの山が出ているようなものです。個々の薬で１つの山だけ削っても、他の疾患は改善されておらず、生活習慣の改善等で氷山全体を小さくすることが大切です。
　　（新潟県「健康にいがた２１実行計画〈改定版〉」より）
　特定健康診査・特定保健指導とは

　　　　【担当】地方職員共済組合新潟県支部　公災保健担当　 eq \o\ad(\s\up 11(とみやま),富山)・須藤
 　　　 　  　　直通電話(025)-280-5033(県庁医務室内)  FAX(025)-280-5965
　　　　 　　　 〒950-8750　新潟市中央区新光町４－１　県庁西回廊　医務室内
氏名,性別,


生年月日を


ご確認くだ


さい。








自己負担額


は、1,000円


です。











・住所欄に、住所をご記入ください。


・注意事項を、必ずお読みください。








重要！





 組合員被扶養者証











特定健康診査





　メタボリックシンドロームに着目した生活


　習慣病予防のための健診です。�
�
特定保健指導





 ステップ１・２の検査結果により、生活習慣


 を改善するためのサポートを行う保健指導で


 す。メタボリックシンドロームのリスク数に


 応じて、次の支援を行います。�
�
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 ステップ１


 腹囲・BMIで内臓脂肪蓄積リスクを判定





  腹囲　男性で85cm以上


        女性で90cm以上


  BMI 　腹囲の上記基準に該当しない


　　　　 場合でもBMIが25以上


           ※BMI=体重(kg)÷身長(m)の2乗�
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 情報提供�
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  特定健康診査受診者全員に、健康


  な生活に関連した情報を提供しま


  す。�
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 動機づけ支援�
�
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  年１回の保健指導と６か月後の確


  認。生活習慣改善に向け目標を立


  て行動できるようサポートします。�
�
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 ステップ２


 検査結果、質問で追加リスクをカウント


 　①　血糖検査  　②　脂質検査


 　③　血圧検査　　④　質問票�
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 積極的支援�
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  ３～６か月の継続的な保健指導と  ６か月後


  の確認。医師・保健師・　管理栄養士が面接


  の他、電話などで具体的な　生活習慣改善を


  サポートします。





 ※服薬中（高血圧・糖尿病・脂質異常症など)の方は


　　 動機づけ・積極的支援の対象になりません。�
�
＜特定健康診査の検査内容＞


　身体計測・診察・血圧・血液検査（血糖・脂質・


　肝機能）・尿検査


　　必要により　心電図・眼底・貧血検査


※職員は職場の健康診断結果でリスクを判定します。�
�
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